
ジオパーク活動の基礎

　当地域のジオパーク活動の基礎は、2000 年の有珠山噴火後の地域復興計画である、エコミュー
ジアム構想から始まりました。2009 年に当地域が UGGp に認定されてから、10 年が経過した
2019 年までの主な歩みは、下図のとおりです。

※1   レイクトピア 21
1983 年（昭和 58 年）、洞爺湖周辺６市町村（当時）が、
国や北海道に対する整備の要望や地域の調査研究を行う
ために発足した組織

※2   エコミュージアム
地域で受け継がれてきた自然や文化、生活様式などを展
示品とみなし、住民参加型で地域全体を「屋根のない博
物館」として活用する取り組み


